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第1章 はじめに 

第１章 はじめに 

１－１ 計画策定の背景と目的 

 本市においては、これまで交流人口の拡大による地域経済の活性化を図る為に“レトロ＆クールツーリズ

ム”を推進してきました。しかしながら、観光入込客数の伸び悩みや観光客の市内滞在時間が短いことに起

因して、観光消費額の増大や関係人口の増加に繋がっていない状況です。そうしたなかで、2018年には

円形劇場くらよしフィギュアミュージアムが開館、2021年の小川氏庭園のリニューアル、令和7年の鳥

取県立美術館の開館等の新たな魅力が誕生しており、これらを活かした周遊滞在型の観光まちづくりが必要

です。 

 本市としては、第12次倉吉市総合計画において、主要な課題として人口減少や少子高齢化を設定してお

り、課題解決に向けた取組方針の一つとして“観光資源を活用した周遊滞在型観光地の創造”を定めていま

す。この上位計画の取組方針に基づき、グリーンスローモビリティを活用した周遊滞在型の観光地づくりに

取り組むこととしており、倉吉市観光ビジョンに記載のある３つの基本方針“Ⅰ．周遊滞在エリアの設定”

“Ⅱ．観光客の来訪目的に合わせた魅力づくり”“Ⅲ．市民の観光おもてなし意識の向上”の視点を意識し

て、暮らし良い観光地として魅力高いまちづくりを進めているところです。 

本計画は、令和7年春に予定されている鳥取県立美術館の開館を見据えながら、打吹玉川伝統的建造物

群保存地区や西側の円形劇場くらよしフィギュアミュージアム等の観光スポットにおいて、多種多様な観光

スタイルに応じたモビリティの向上により、多くの観光客が訪れ、楽しみながら周遊し、滞在できる個性豊

かな魅力溢れる観光地として創り上げるために、モビリティの向上に資する計画を策定するためのもので

す。 
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第1章 はじめに 

１－2 対象地域 

本計画の対象地域は、鳥取県立美術館の建設予定地から、打吹玉川伝統的建造物群保存地区を通り、西側

に位置する円形劇場くらよしフィギュアミュージアム、国登録有形文化財の小川家住宅までの東西約2.5

キロメートル、南北約0.5 キロメートルの区域とします。（以降「周遊滞在エリア」という。） 

図 計画対象地域 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

2－１ 上位・関連計画の整理 

 本計画に関連する上位計画について、以下のとおり整理をしました。 

（１）第 １2次倉吉市総合計画 

計画期間 令和 3年度～12年度 

まちづくりの基

本理念 

施策の展開 施策（５）地域資源を生かした観光の振興 

【今後の取組方針】 観光資源を活用した周遊滞在型観光地の創造 

・赤瓦・白壁土蔵群の重要伝統的建造物群保存地区の伝統ある町並み（レ

トロ）とアニメなどのポップカルチャー（クール）を融合した、“レト

ロ＆クールツーリズム”に、芸術（アート）を加えてさらに推進し、

ここにしかない観光地を作り上げます。 

・観光客は電気自動車や電動自転車などのグリーンスローモビリティで移

動、観光する周遊滞在型の観光地を作ります。 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

（２）第 2期倉吉市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

計画期間 令和３年度～令和７年度 

基本目標 基本目標１ 仕事を増やし、安定した雇用を創出する 

基本目標２ 人と人が繋がり、新たな人の流れをつくる 

ア 地域資源を活かした観光の振興 

イ 移住定住・交流の促進 

基本目標３ 子どもを産み育てやすい環境をつくる 

基本目標４ 一人ひとりが輝き、魅力的な地域をつくる 

具体的な施策と

重要業績指標 

【具体的な施策】 

大切に引き継がれてきた伝統的な建物や守り育まれてきた伝統文化と、新し

く生み出されるポップカルチャーが調和を持って芸術的に融合した、ここに

しかない個性豊かな観光地をつくります。観光施設や文化施設が多様な移動

手段で有機的に繋がり、中心市街地一帯を周遊滞在型の観光地にします。ま

た、東大山山麓の豊かな自然環境や関金温泉等の地域資源を活かした健康増

進やワーケーションの場として中長期滞在型の温泉地を作ります。 

【重要業績指標】  

【具体的な事業】 

・観光資源を活用した周遊滞在型観光地創造事業 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

（３）倉吉市観光ビジョン

計画期間 平成 29年度～31年度 

基本理念 

施策の展開 【解決すべき課題】  

●「赤瓦・白壁土蔵群」へわざわざ訪れたくなるような資源の目的化を図り、 

●「赤瓦・白壁土蔵群」を定番にすえた観光モデルコースの作成を行い、 

●選ばれる観光地をめざし、より長時間の滞在を実現すること 

が、倉吉のこれからの観光にとって必要 

【戦略の柱】 受け入れ環境の整備 

観光に関連した「まちづくり」による内外の利便性の向上につなげる動き。 

【施策の方向性】 

⑤観光基盤整備 

･ゾーンごとに観光客のニーズに合った観光基盤を整えることも必要なこと

です。また各ゾーンを巡る周遊ルートを設定し、回遊性を高め、滞在時間の延

長や消費拡大につなげます。 

⑥交通利便性向上 

･観光客がどのような交通手段で来訪しても、ストレスなく観光スポットにた

どり着くことができるよう、分かりやすいアクセス方法の整備を目指します。 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

（４）第 2期倉吉市中心市街地活性化基本計画

計画期間 令和２年～令和７年 

中心市街

地の活性

化の目標 

【中心市街地の基本テーマ】 

【活性化の基本的な方針】 

ⅰ）みんなで積極的に住みたくなる暮らしの賑わい再生を目指すまち 

ⅱ）歴史的資源とポップカルチャーを活かし観光おもてなし力の向上を目指すまち 

○取り組みの方向性 

伝統的建造物群の利活用や歴史的・文化的な資源の発掘による観光地としての魅力

向上 

体験型観光ニーズに対応したプログラムの提供、倉吉の環境を生かした滞在型観光

の推進 

歴史的な市街地の歩行環境等、回遊型の観光を行いやすい環境整備 

ⅲ）多種多様なビジネスが活性化し地域の商業活動の発展を目指すまち 

6



第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

（５）鳥取美術館整備基本計画

新美術館の目

的・コンセプト 

施策の展開 【必要な機能と事業展開】 付帯的な機能 

・新美術館では、これまでに触れた中心となる機能や、新しい美術館ならで

はの取り組みに加えて、より多くの方々に美術館の魅力を発信し、利用して

いただくための機能を整備していきます。 

・そして、来館する全ての利用者が、くつろぎや居心地の良さを感じながら

幅広い「たのしみ」を享受できる場所を目指し、多様な利用とにぎわいを生

み出す取り組みを始めます。 

・こうした取組みによって、美術館の多様な利用に加え、倉吉パークスクエ

アや大御堂廃寺跡を含めたエリア一体での交流、さらには白壁土蔵群や青山

剛昌ふるさと館などの周辺施設をはじめ、県中部や県内各地の観光地への周

遊を促進していきます。 

【利用促進策】 

・倉吉パークスクエア全体や大御堂廃寺跡との連携による利用促進 

・白壁土蔵群等周辺施設との徒歩による散策・回遊ルートの設定 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

（6）その他鳥取県立美術館建設に係る関連資料等 

美術館PFI 整備事業者決定 事業概要（1/2） 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

美術館 PFI 整備事業者決定 事業概要（2/2） 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

2－2 地域特性の整理 

 本市及び対象エリアを取り囲む現況等について整理を行います。 

（１）地理・地勢 

・鳥取県倉吉市は、東を湯梨浜町と三朝町、西を琴浦町と江府町、北を北栄町、南を岡山県真庭市と隣

接する鳥取県中央の市です。 

・打吹地区（打吹玉川伝統的建造物群保存地区を含む）を中心として、東は鳥取県立美術館（令和7

年春開館予定）、西は円形劇場くらよしフィギュアミュージアム・国登録有形文化財小川家住宅を含

む、東西約2.7 ㎞、南北約0.5㎞のエリアであり、東西方向に長く広がるエリアです。 

図 周遊滞在エリア位置図 

出典：鳥取県HP等 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

（２）人口・世帯 

①人口・世帯（市全域） 

・倉吉市の総人口は年々減少しており、S55の57,252人からH27の49,044人と35年間の間に

14％程度減少しています。 

・倉吉市の総世帯数は、S55からH27にかけて増加しており、総人口の減少とあわせて、核家族化

の進行が確認できます。 

・高齢化率はS55の12.6％からH27の31.6％と年々増加しています。倉吉市人口ビジョンによれ

ば、R2からR27にかけて34%前後で推移する見込です。 

・年齢３区分別人口の推移を見ると、S55には老年人口の割合12.6％、年少人口の割合は21.8％で

あったのに対し、H27には老年人口が31.6％、年少人口が12.6％となり、少子高齢化が深刻化し

ています。  

図 本市における総人口、総世帯数の推移 

出典：国勢調査 

図 本市における年齢３区分人口と高齢化率の推移 

出典：国勢調査、倉吉市人口ビジョン 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

②人口・世帯（周遊滞在エリア） 

・周遊滞在エリアにおける人口はH12では7,962人から、年々減少しH27には6,326人となって

います。 

・この期間に21%程度人口は減少しており、倉吉市全体と比較して人口減少が急速に進んでいます。 

・周遊滞在エリアにおける世帯数はH12の4,442世帯からH27の3,638世帯にかけて減少傾向に

あります。 

・H12の老年人口、年少人口はそれぞれ27.1％、29.3%に対し、H27の老年人口、年少人口はそれ

ぞれ36.9％、22.３％と少子高齢化が進行しています。 

図 周遊滞在エリアにおける人口、世帯数の推移 

出典：国勢調査250mメッシュより算出 

図 周遊滞在エリアにおける年齢３区分人口の推移 

出典：国勢調査250mメッシュより算出 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

【参考】人口・世帯（成徳・明倫地区） 

・成徳・明倫地区の人口はどちらも減少傾向で推移しています。また、高齢化率については、双方の地

区ともに約4割を超えているような状況です。 

・年齢３区分別の人口を見ると、いずれの年代も減少傾向で推移しています。 

図 成徳・明倫地区における人口、世帯数の推移 

出典：住民基本台帳（各年3月末日時点） 

図 成徳・明倫地区における年齢３区分人口の推移 

出典：住民基本台帳（各年3月末日時点） 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

④人口分布 

・倉吉市の人口は周遊滞在エリアを含む打吹地区や倉吉駅周辺に集中しています。 

・地域資源である関金温泉を有する関金地区の一部も人口が集中しています。 

・その他の地域には広く低密度に分布しています。 

図 市全域における人口分布（250ｍメッシュ） 

出典：国勢調査、国土数値情報他 

・周遊滞在エリア内では、市全域でみると人口の多い分布であるものの、鍛冶町等の西部は特に人口が

低密度で分布している状況です。 

図 周遊滞在エリア周辺における人口分布（250ｍメッシュ） 

出典：国勢調査、国土数値情報他 

倉吉駅周辺 

打吹地区 

関金地区 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

⑤人口増減

・倉吉市では、全体的に人口は減少傾向にあり、中心市街地を形成する打吹地区、倉吉駅周辺でも人口

が減少しているエリアが多く見られます。 

図 市全域における人口増減 

出典：国勢調査（H17/H27） 

・周遊滞在エリア周辺は特に人口増減率が大きく、過去10年間で中心部に位置する多くの地域が２割

～３割減少している状況です。 

図 周遊滞在エリアにおける人口増減 

出典：国勢調査（H17/H27） 

打吹地区 

倉吉駅周辺 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

（３）施設分布 

①施設分布（市全域） 

・倉吉市では、人口の集中する打吹地区や倉吉駅周辺に施設が集中しています。 

・地域資源である関金温泉を有する関金地区の一部も施設が集中しています。 

図 市全域における施設分布 

出典：国土数値情報他 

②施設分布（周遊滞在エリア周辺） 

・周遊滞在エリア周辺には、倉吉市の本庁舎、第2庁舎が位置しているとともに、高密度で医療機関

が立地している等、地域の人や市全域から来訪する人が集まるような地域である。 

・また、「鳥取二十一世紀梨記念館」や「倉吉博物館」などの他地域からの来訪が見込める文化施設が

立地している。 

図 周遊滞在エリア周辺における施設分布 

出典：国土数値情報他 

鳥取二十一世紀梨記念館 倉吉博物館 

倉吉駅周辺 

関金地区 

打吹地区 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

（４）観光 

①観光資源（全体） 

・倉吉市では、打吹地区や関金地区に観光資源が集中しています。 

図 市全域における観光資源の分布 

出典：国土数値情報 

②観光資源（周遊滞在エリア） 

・打吹地区には“円形劇場くらよしフィギュアミュージアム”、“打吹玉川伝統的建造物群保存地

区”、“パークスクエア”等の観光資源が集中しています。 

・令和７年には鳥取県立美術館が開館予定です。 

図 周遊滞在エリアにおける観光資源の分布 

出典：国土数値情報 

打吹地区 

関金地区 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

③総観光客の推移 

・本市への観光入込客数は、平成25 年度から平成27 年度にかけて、増加傾向にあります。 

・本市の観光宿泊者数は平成22 年度から平成27 年度にかけて、緩やかに増加しています。 

・外国人観光客数も、全体のうちのシェアはまだ少ないものの、増加傾向にあります。 

図 倉吉市観光入込客数                        図 倉吉市観光宿泊者数 

出典：倉吉市観光ビジョン 

④施設別来訪者数等 

・倉吉市の「鳥取二十世紀梨記念館」における施設入込客数は、平成29年から令和２年にかけて徐々

に減少しています。 

・「白壁土蔵群・赤瓦」における施設入込客数は、平成28年から平成31年までの期間においては増

加傾向となっていますが、令和２年には大きく減少しています。 

・令和２年の両施設の入込客数の減少は新型コロナウイルス感染症の影響が原因だと考えられます。 

図 施設入込客数 

出典：倉吉市観光ビジョン 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

⑤観光客の利用交通手段 

・観光客の交通手段は、自家用車が約8割を占めており、倉吉市への観光も大半が自家用車であると

想定されます。 

図 観光客利用交通手段 

出典：令和元年観光客入込動態調査結果 

貸切バス; 3.7%
路線バス; 3.5%

列車; 6.0%

飛行機; 3.1%

自家用車; 

77.5%

タクシー; 0.4%

その他; 5.9%
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

2－3 交通特性の整理 

 本市及び周遊滞在エリア内における交通特性について整理をしました。 

（１）道路網 

①市全域 

・市の主要な幹線道路には、一部整備中の地域高規格道路「北条湯原道路」や国道313号、179号

が位置し、それらを保管するかたちで県道等が位置しています。 

図 市全域における道路網 

出典：倉吉市 

②中心市街地 

・中心市街地における倉吉市の都市計画道路は平成29年4月時点で44路線であり、現在も整備が

進められています。 

図 中心市街地（打吹地区、倉吉駅周辺）における道路網 

出典：倉吉市都市計画マスタープラン 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

（２）公共交通 

①鉄道 

・倉吉駅の1日の平均乗降客数は2011年から2018年にかけて4,300人程度で推移しているなど

横ばい傾向です。 

図 倉吉駅の１日の平均乗降車数 

出典：国土数値情報（駅別乗降客数データ） 

図 特急列車の様子 

出典：JR西日本HP 

21



第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

②高速バス 

・高速バスは、日ノ丸バス(株)と日本交通(株)の 2社が運行しており、東は東京から西は福岡まで運行

しています。 

表 高速バスでのアクセスについて 

発 着（倉吉市内） 所要時間 備考 

東京 倉吉バスセンター、倉吉駅前 約 11 時間 30 分 高速バスは、日ノ丸バス

（株）と日本交通（株）の 2

社が運行 

京都 鳥取駅前 約 4 時間 

大阪・神戸 倉吉駅前、倉吉バスセンター 約 4 時間 

岡山 関金温泉、倉吉市役所前、倉吉駅前、 

日ノ丸自動車倉吉営業所 

約 2.5 時間 

広島 関金温泉、倉吉市役所前、倉吉駅前、 

倉吉バスセンター 

約 4 時間 

福岡 倉吉バスセンター 約 9 時間 30 分 

出典：倉吉市HP 

図 高速バスの様子 

出典：日本交通（株）HP、日ノ丸バス（株）HP     
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

③路線バス 

・本市では、日ノ丸自動車(株)と日本交通(株)の２つの民間バス事業者が本市内の路線バスの運行を行

っており、中心部へは倉吉駅から19系統の路線が運行しています。 

・高齢者向けの移動支援サービスとして、高齢者向けバス定期券を販売しています。 

図 周遊滞在エリア周辺のバス路線 

出典：鳥取県中部地域バスマップ 

図 周遊滞在エリアのバス停位置 

出典：鳥取県中部地域バスマップ 

【参考】高齢者向けバス定期券 

表 高齢者向けバス定期券 

事業者名 
定期券の

名称 
対象年齢 有効期間 定価 販売額 対象路線 

日ノ丸自動車 
架け橋 70 歳以上 6 か月 20,900 円 10,450 県内の日ノ丸自動車の路線 

因幡 65 歳以上 3 か月 11,500 5,750 東部地域の日ノ丸自動車の路線 

日本交通 
シルバー

悠遊 
65 歳以上 

3 か月 10,400 5,200 

県内の日本交通の路線 6 か月 17,700 8,850 

1 年 31,400 15,700 

日ノ丸自動車・

日本交通 

グラウンド

70 
70 歳以上 6 か月 26,200 13,100 

県内の日ノ丸自動車、 

日本交通の路線 

出典：鳥取市HP
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

【参考】周遊滞在エリア内の南北の路線バスの運行本数 

・倉吉駅からのアクセスでは、平日休日ともに、北側ルートの方が運行頻度は多い傾向にあります。 

・パークスクエア（敷地内）～白壁土蔵群周辺間の連絡では、運行頻度は１時間に１便程度となってい

ます。 

表 周遊滞在エリアの路線バスの運行本数【平日】 

表 周遊滞在エリアの路線バスの運行本数【休日】 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

④乗合タクシー 

・本市は、一部地域において、乗合タクシーの運行を行い、各地域の移動手段を確保しています。 

表 乗合タクシー 対象地区 

地区名 自治公民館名 横田 
小学校前 

公民館前 

北谷 才ヶ崎・三江・福本・福富・尾田・沢谷・杉野 100 円 100 円 

高城 下米積・上米積本郷・上米積東・上米積西・若葉町 1 丁目・若葉町 2 丁目・

下福田・上福田・昭和・妻ノ神・勝負谷 

北谷 志津・仙隠・横谷・藤井谷・枠谷・中野・長谷・森・つつじが丘・大河内・汗干 200 円 

高城 今在家・服部・旭原・福積・岡・桜・横手・大立・般若・椋波 

高城 河来見・上大立・立見 300 円 200 円 

※小学生、障がい者手帳、療育手帳の保有者は半額、小学生未満、小学生のうち通学定期券保有者は無料 

出典：鳥取県中部地域公共交通網形成計画 

⑤タクシー 

・倉吉市に展開するタクシー事業者は「日の丸ハイヤー」「中央タクシー」「日交タクシー」「倉吉交

通」の4社です。 

・また、倉吉市では重度障害者向けにタクシー料金の助成を行っています。 

図 倉吉市のタクシー事業者 

⑥重度障害者向けにタクシー料金助成制度について 

・倉吉市内に住所があり、次の①～③のいずれかの手帳を保有する方が対象 

※人工透析による通院費の助成を受ける方及び他市町村の障害福祉サービスの支給決定を受けている方は対象にならない   

出典：倉吉市

① 身体障害者手帳 1・2 級 

② 療育手帳A 

③ 精神障碍者保健福祉手帳 1級 

倉吉市のタクシー事業者営業範囲 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

⑦レンタサイクル 

・倉吉市中心市街地では“JR倉吉駅内観光案内所”、“倉吉白壁土蔵群観光案内所”、“円形劇場 く

らよしフィギュアミュージアム”でレンタサイクルサービスを実施しています。 

表 レンタサイクル概要 

種類 車種 貸出場所 料金

くらりん 

出典：倉吉観光MICE 協会

シティサイクル ・ＪＲ倉吉駅内観光案内所 

・倉吉白壁土蔵群観光案内所

500 円/日

ひなびた♪サイクル 

出典：倉吉観光MICE 協会

シティサイクル 

（装飾）

・ＪＲ倉吉駅内観光案内所 

・倉吉白壁土蔵群観光案内所

・円形劇場くらよしフィギュア 

ミュージアム 
500 円/日

もちゃちゃ♪ 

出典：倉吉観光MICE 協会

シティサイクル 

（装飾）

・倉吉白壁土蔵群観光案内所

500 円/3 時間

出典：倉吉市 

・レンタサイクル利用者を月ごとで見ると、平成30年を除いて8～11月に利用が集中しています。 

・レンタサイクルの利用者数は平成30年度から令和2年度にかけて減少傾向にあります。 

        図 月別レンタサイクル利用者数             図 年度別レンタサイクル利用者数 

出典：倉吉市 
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第2章 周遊滞在エリアの地域特性 

（３）駐車場 

・周遊滞在エリア周辺では、市の無料観光駐車場が合計で１１箇所配備されています。 

・収容台数は、計1,227台（バスは30台）であり、P１０（パークスクエア・鳥取二十世紀梨記念

館）が最も収容台数が多い駐車場です。 

図 打吹地区周辺の観光駐車場MAP 

出典：倉吉白壁土蔵群周辺駐車場案内マップ 
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